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居抜き案件
　箕面　権利金850万円、レセコン、診療台２台、
　内装一式
　保証金80万円、家賃13万円共益費込み

　滋賀県　権利金1400万円、診療台３台、内装１式
　家賃35万円、レセプト枚数120枚、パノラマは
　デジタル

　

08
年
診
療
報
酬
改
定
の
中

医
協
答
申
は
、
協
会
や
保
団

連
が
以
前
か
ら
要
望
し
て
き

た
内
容
が
部
分
的
に
反
映
す

る
も
の
と
な
っ
た
。
会
員
の

先
生
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

い
た
署
名
や
、
多
く
の
声
を

携
え
た
度
重
な
る
国
会
行
動

・
厚
労
省
交
渉
に
よ
っ
て
、

歯
科
の
矛
盾
が
中
医
協
や
国

会
議
員
ら
に
一
定
理
解
し
て

も
ら
え
る
所
ま
で
来
た
。

　

し
か
し
、
政
府
は
医
療
費

抑
制
政
策
を
進
め
て
お
り
、

財
源
不
足
を
盾
に
消
費
税
の

増
税
を
実
施
す
る
可
能
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ

を
利
用
し
て
、
社
会
保
障
の

た
め
に
は
消
費
税
を
上
げ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
雰
囲
気

が
作
り
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

背
景
に
は
法
人
税
率
の
軽
減

を
狙
う
財
界
・
大
企
業
の
要

望
が
あ
る
。

　

１
９
８
９
年
か
ら
２
０
０

５
年
の
間
の
消
費
税
収
は
１

７
５
兆
円
に
の
ぼ
る
が
、
同

期
間
の
法
人
税
の
減
収
分
は

１
６
０
兆
円
で
あ
っ
た
。
穴

埋
め
に
使
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
現
在
、
大
企
業
は
史
上

空
前
の
経
常
利
益
を
あ
げ
て

い
る
。
こ
れ
以
上
、
税
負
担

を
軽
減
す
る
必
要
性
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

三
菱
総
研
の
試
算
に
よ
れ

ば
、
消
費
税
率
を
引
き
上
げ

る
ご
と
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
逓
減
す

る
と
い
う
。
消
費
税
の
増
税

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も

の
は
、
社
会
保
障
の
拡
充
で

は
な
く
不
況
の
拡
大
で
あ

る
。
消
費
税
の
値
上
げ
が
家

計
に
大
打
撃
を
与
え
、
家
計

か
ら
歯
科
医
療
に
使
う
お
金

も
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。

　

ま
た
保
険
診
療
で
は
医
療

機
関
は
最
終
消
費
者
と
な

り
、
材
料
等
の
仕
入
に
か
か

っ
た
消
費
税
は
医
院
の
持
ち

出
し
と
な
り
、
直
接
的
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
。

　

結
果
、
ま
す
ま
す
歯
科
医

院
の
経
営
を
困
窮
さ
せ
る
だ

け
で
あ
る
。

　

社
会
保
障
の
た
め
と
消
費

税
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
、
医
療
も
年
金
も
介
護
も

連
続
的
に
改
悪
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
以
上
、
社
会
保
障

の
た
め
に
消
費
税
増
税
を
と

い
う
ま
や
か
し
に
乗
っ
て
は

い
け
な
い
。

消
費
税
増
税

社
会
保
障
の
た
め
に
消
費

税
増
税
と
い
う
ま
や
か
し

三島地区

講
習
会･

地
区
総
会
開
く

新
地
区
責
任
者
に
土
井
氏

わが街 わが地区

　

協
会
三
島
地
区
は
３
日
、

総
会
を
開
き
、
地
区
責
任
者

を
大
西
和
典
氏
か
ら
土
井
喬

氏
に
変
更
し
た
。
大
西
氏
は

「
任
期
途
中
だ
が
、
地
区
が

活
性
す
る
た
め
に
若
い
先
生

を
中
心
と
し
て
進
め
て
欲
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
、
土
井
氏

は
「
若
い
先
生
が
活
躍
で
き

る
場
の
下
地
作
り
と
い
う
形

で
残
り
の
任
期
を
全
う
さ
せ

て
も
ら
う
」
と
抱
負
を
語
っ

た
。

　

総
会
後
は
「
診
療
報
酬
改

定
と
個
別
指
導
の
最
新
情

報
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
澤
力

氏
（
協
会
副
理
事
長
）
が
記

念
講
演
を
し
た
。

　

指
導
・
監
査
で
は
、
社
会

保
険
庁
解
体
に
よ
っ
て
今
ま

で
都
道
府
県
単
位
で
行
わ
れ

て
い
た
が
各
厚
生
局
単
位
に

な
り
、
経
済
財
政
諮
問
会
議

が
現
状
の
３
・
３
倍
と
な
る

年
８
千
件
の
個
別
指
導
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。

　

診
療
報
酬
改
定
の
動
向
で

は
、
１
月
30
日
の
中
医
協
総

会
の
資
料
を
も
と
に
、「
歯

科
疾
患
の
総
合
的
管
理
・
１

口
腔
単
位
と
し
た
管
理
の
強

化
」「
歯
科
技
術
の
点
数
が

わ
ず
か
だ
が
プ
ラ
ス
に
な
る

箇
所
も
あ
る
、
会
員
の
先
生

方
が
声
を
上
げ
続
け
て
く
れ

た
お
か
げ
だ
」
と
説
明
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
見
直
し
で
今
ま
で

の
治
療
が
保
険
で
で
き
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
07
年
度
決
算
、

08
年
度
予
算
を
承
認
、
診
療

報
酬
関
連
の
講
習
会
を
は
じ

め
、
四
半
期
に
一
度
の
講
習

会
開
催
も
確
認
し
た
。

北河内地区

　

協
会
北
河
内
地
区
は
、
診

療
報
酬
改
定
の
最
新
情
報
を

テ
ー
マ
に
講
習
会
を
16
日
、

枚
方
市
民
会
館
で
開
き
、
歯

改定の最新情報を解説
歯科疾患管理料への経済誘導

科
医
師
35
人
が
参
加
し
た
。

講
師
は
矢
部
あ
づ
さ
理
事
と

小
山
賢
一
社
保
研
究
部
員
。

　

矢
部
氏
は
、
歯
科
医
師
・

患
者
の
経
済
実
態
が
苦
し
い

中
で
、
協
会
・
保
団
連
の
運

動
に
よ
っ
て
、
国
会
で
歯
科

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
歯
科
問
題

に
関
す
る
議
員
連
盟
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。

会
員
・
患
者
の
声
を
、
さ
ら

に
国
会
に
届
け
る
こ
と
へ
の

協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　

小
山
氏
は
、
08
年
診
療
報

酬
改
定
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
、「
前
回
の
改
定
と
同
様

に
、“
効
率
的
に
医
療
を
提

供
す
る
機
能
の
分
化
・
連
携

の
推
進
”、“
医
療
費
配
分
の

中
で
効
率
化
の
余
地
の
あ
る

領
域
を
検
討
す
る
”
な
ど
、

『
効
率
化
』
の
名
の
も
と
に

医
療
費
を
抑
制
す
る
方
針
は

変
わ
ら
な
い
」と
指
摘
し
た
。

　

改
定
項
目
に
関
し
て
は

「
新
設
さ
れ
た
『
歯
科
疾
患

管
理
料
』
は
、
患
者
ま
た
は

そ
の
家
族
の
同
意
と
管
理
計

画
書
の
作
成
が
算
定
要
件
と

さ
れ
、
同
管
理
料
を
算
定
し

な
け
れ
ば
新
設
さ
れ
た
『
歯

周
病
安
定
期
治
療
』
の
算
定

が
で
き
な
い
点
に
注
意
が
必

要
」
と
、
歯
科
疾
患
管
理
料

算
定
へ
の
経
済
誘
導
が
さ
れ

て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。

　

一
方
で
、
文
書
提
供
に
よ

る
算
定
要
件
の
緩
和
、
支
台

築
造
印
象
の
技
術
料
の
見
直

し
な
ど
、
協
会
の
運
動
の
成

果
が
一
定
現
れ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。

　

今
次
改
定
で
は
、
基
礎
的

技
術
の
評
価
と
新
技
術
の
保

険
導
入
が
一
部
さ
れ
た
も
の

の
、
そ
の
評
価
は
低
く
、
新

た
な
長
期
継
続
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
・
包
括
化
の
拡
大

が
現
場
と
の
矛
盾
を
引
き
起

こ
す
こ
と
に
な
る
。
協
会

は
、
歯
科
医
療
の
危
機
を
食

い
止
め
る
た
め
、
運
動
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
て
い
く
。

医療費適正化の基本方
針で厚労省が意見募集

　

厚
労
省
は
、「
医
療
費
適

正
化
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
方
針
（
案
）」

（
以
後
：
方
針
案
）
へ
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
を

開
始
し
、
３
月
10
日
に
締
め

切
る
。

　

医
療
費
適
正
化
計
画
と

は
、
医
療
費
の
低
い
県
を
基

準
に
、
住
民
の
健
康
保
持
の

推
進
に
関
す
る
事
項
で
は
①

特
定
健
診
の
実
施
率
②
特
定

保
健
指
導
の
実
施
率
③
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

該
当
者
や
予
備
軍
の
減
少

率
、
医
療
の
効
率
的
な
提
供

の
推
進
に
関
す
る
事
項
で
は

①
療
養
病
床
の
病
床
数
（
削

減
数
）
②
平
均
在
院
日
数―

―

で
具
体
的
な
数
値
目
標
を

都
道
府
県
ご
と
に
決
め
さ

せ
、
08
年
４
月
か
ら
の
５
年

間
を
一
期
と
し
て
計
画
策
定

・
実
施
・
検
証
を
行
い
公
的

医
療
費
の
削
減
を
達
成
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

国
民
の
健
康
は
、
各
人
の

労
働
・
生
活
環
境
等
が
大
き

く
左
右
す
る
。
国
に
よ
る
強

制
的
な
国
民
健
康
管
理
の
押

し
付
け
が
大
き
な
効
果
を
挙

げ
る
こ
と
は
疑
わ
し
い
。

　

ま
た
都
道
府
県
ご
と
に
診

療
報
酬
単
価
を
決
定
で
き
る

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
、
目
標

達
成
で
き
な
い
県
は
診
療
報

酬
単
価
の
切
り
下
げ
で
対
応

を
求
め
ら
れ
る
危
険
性
が
あ

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
。

　

基
本
方
針
案
や
意
見
募
集

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記

で
確
認
で
き
る
。

厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
パ
ブ
コ
メ
募
集
案
内

案
件
番
号
：
４
９
５
０
７
０
２
５
８

タ
イ
ト
ル
：「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
57
年
法
律
第
80
号
）
第
８

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
費
適
正
化
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針

（
案
）」
へ
の
ご
意
見
募
集

募
集
期
間
は
３
月
10
日
必
着
、
提
出
方
法
は
フ
ァ
ク
ス
（
03
・
３
５
０
４
・
１
２
１
０
）

ま
た
はe-mail

（tokuteikenshin@mhlw.go.jp

）
で
、
厚
労
省
保
険
局
総
務
課
医
療
費
適

正
化
対
策
推
進
室
ま
で
。

○
郵
送
の
場
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東
京
都
千
代
田
区
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が
関
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２―

２

　
　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
省
保
険
局
総
務
課
医
療
費
適
正
化
対
策
推
進
室
あ
て

新地区責任者として挨拶する
土井氏＝３日、茨木市内　　

改定の最新情報について話す
小山氏＝16日、枚方市内　　

（http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/public/index.htm

l

）よ
り


